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イントロダクション１



決算ダイジェスト（連結）
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⚫ 新規顧客獲得件数は、前年同期比33％増の102千件、

営業債権残高は同15%増の1兆491億円、

営業収益は同11％増の386億円となった。

⚫ 営業債権残高の拡大に伴う先行投資費用や残高成長フェーズに

必要な費用増加により営業利益は31億円となった。

営業債権残高

10,491億円 (+15％）

営業収益
386億円（+11％）

営業利益

31億円（-53％）

新規顧客獲得

102千件 (+33％）



⚫ 堅調に推移している新規貸付を背景に営業債権残高・営業収益は２桁成長

⚫ 市場回復および営業債権残高の拡大に伴う関連費用の計上により、前年同期比で減益となった
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主要数値・通期計画（連結）

単位：百万円 22/6 23/6
前年同期比

増減額
前年同期比

増減率
24/3(E)

前期比
増減額

前期比
増減率

営業債権残高 910,052 1,049,127 139,075 15.3% 1,156,400 140,489 13.8%

ローン事業 594,238 668,294 74,056 12.5% 715,600 66,839 10.3%

無担保ローン 514,750 565,856 51,105 9.9% 600,600 49,952 9.1%

有担保ローン 19,030 27,424 8,393 44.1% 31,700 5,720 22.0%

事業者ローン 60,456 75,013 14,556 24.1% 83,200 11,066 15.3%

クレジット事業 121,357 148,006 26,648 22.0% 182,000 39,100 27.4%

支払承諾見返 178,487 212,175 33,688 18.9% 236,400 32,321 15.8%

信用保証事業 177,675 211,637 33,961 19.1% 236,100 32,607 16.0%

その他 812 538 -273 -33.7% 300 -285 -48.8% 1Q進捗

営業収益 34,692 38,665 3,973 11.5% 161,200 17,047 11.8% 24.0%

営業費用 28,082 35,557 7,474 26.6% 136,000 15,572 12.9% 26.1%

営業利益 6,609 3,108 -3,501 -53.0% 25,200 1,475 6.2% 12.3%

経常利益 6,714 3,408 -3,306 -49.2% 25,500 1,071 4.4% 13.4%

親会社株主に帰属する当期純利益 5,945 2,968 -2,977 -50.1% 22,600 256 1.1% 13.1%
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⚫ 残高成長の拡大により、年々、利益水準も増加

⚫ 残高成長を更に加速させる戦略を継続した結果、当期は残高増加に係る先行投資・費用が先行するも、年度では15億円の増益見込み
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四半期毎の計画進捗（連結）

営業利益の四半期毎推移

175億
112億

237億
252億

下期 ( E )

176億

上期 ( E )

76億

-73億



収益性に対するＫＰＩ
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●ROA・ROE推移
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連結決算概要２



⚫ 保証事業・クレジット事業の業容拡大を背景に事業ポートフォリオは改善
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業績ハイライト/事業ポートフォリオ

64%
13%

18%

3%
2%

62%13%

20%

3% 2%

9,100億
ローン事業

（国内） ,  

6 ,368億 ,  

61%クレジット事業 ,  

1 ,480億 ,  14%

保証事業 ,  

2,121億 ,  

20%

海外事業 ,  

314億 ,  

3%

その他 ,  

206億 ,  

2%

連結
営業債権残高

10,491億

22/3 1Q 23/3 １Q 24/3 1Q

8,298億
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10

21/3 22/3 23/3 24/3 1Q 24/3 (E)
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⚫ 各事業において順調に残高伸長を継続
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業績ハイライト/事業別残高推移

0

2000

4000

6000

21/3 22/3 23/3 24/3 1Q 24/3 (E)

6,006億

182億

4,816億

1,087億

無担保ローン 有担保ローン

事業者ローン クレジット事業

317億

1,820億832億

5,658億

750億

274億

1,480億

■アイフル ■ライフカード ■AGビジネスサポート
■A&A ■AGメディカル ■AGギャランティー

534億



⚫ 営業債権残高の増加に伴い、グループ各社の営業収益は堅調に推移

※連結修正額はその他に内包 11

業績ハイライト/会社別営業収益

196億 203億 215億
250億

82億 78億
87億

93億17億 16億
17億
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300
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386億

323億319億
346億

アイフル

ライフカード

AGビジネスサポート

その他



1212※連結修正額はその他に内包

業績ハイライト/営業費用・営業利益

150億 166億 164億

216億

74億
68億 82億

89億
8億

11億
14億

22億

21億
19億

20億

27億
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21/3
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1Q

23/3

1Q

24/3

1Q

355億

266億256億
280億

営業費用

アイフル ライフカード AGビジネスサポート その他

45億
36億

50億

34億

7億

10億

5億

3億

8億

4億

3億

0億

1億

5億

6億

0

21/3

1Q

22/3

1Q

23/3

1Q

24/3

1Q

63億

営業利益

57億

66億

31億
-6億

⚫ 好調な新規獲得状況を背景に、広告宣伝費を積極投下。残高の増加に応じた貸倒関連費用の計上を主な理由として営業費用は355億円

⚫ 残高成長局面であるため、利益に対して費用が先行し、営業利益は31億円



⚫ 営業債権残高の急速な拡大や利息返還の影響により、本業利益の成長性が分かり辛かったため、一時的な変動要素を除いたコア利益を算出

⚫ 将来の損失に備えた費用である貸倒関連費用や利息返還関連費用、支出を伴わない経費である減価償却費を除外し、当期に発生した貸倒損

失額を加味することで、単年における実質的な本業利益を示す
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コア利益について

貸倒関連費用

+447億

貸倒損失

-354億

24/3 (E)

営業利益

252億円

24/3 (E)

コア利益

382億円

増加要因

+483億

減少要因

-354億

利息返還関連費用

+0億

コア利益

減価償却費

+36億



⚫ 営業利益から一時的な変動要素※を除き、本業での利益推移を明確にしたコア利益は382億円を計画

⚫ 宣伝関連費用が前年同期比で増加（前年同期比+11億円）したことにより、24/3期1Qのコア利益は51億円
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業績ハイライト/四半期毎のコア利益推移

1Q

2Q

3Q

4Q

63億 63億 61億 51億

64億 76億 91億

75億

95億
95億

86億

107億
58億

0

200

400

21/3 22/3 23/3 24/3(E)

289億

343億
306億

382億

※コア利益：営業利益-（利息返還関連費用+貸倒関連費用+減価償却費）+（当期に発生した貸倒損失額）



⚫ 貸倒償却率を低位維持させながらも、適切な宣伝関連費用の投下を行うことで、本業から得られるコア利益※は堅調な推移となっている
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コア利益の推移（10年間）

※コア利益：営業利益-（利息返還関連費用+貸倒関連費用+減価償却費）+（当期に発生した貸倒損失額）

103億

289億

343億

306億

382億

34億

98億

145億

207億 215億

4.5%

3.8%

3.1%

3.0% 3.2%

15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3（E）

コア利益

宣伝関連費用

貸倒償却率（連結）



⚫ 商品の多様化や提携先との関係強化に取り組んだ結果、信用保証残高は前年同期比19.1%増の2,116億円
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信用保証事業/ビジネスモデルと残高推移

1,114億
1,310億

1,531億
1,845億

242億

264億

279億

291億

21.6% 20.9%
17.1% 19.1%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

21/3 1Q 22/3 1Q 23/3 1Q 24/3 1Q

アイフル ライフカード 成長率(前年同期比)

1,254億
1,517億

1,776億

2,116億

保証事業残高推移ビジネスモデル

アイフルが与信リスクを保証して銀行が融資する。



10,159億 10,159億

1,405億

323億 323億

307億

0億

200億
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800億

1,000億

1,200億

3,000億

4,000億

5,000億

6,000億

7,000億

8,000億

9,000億

10,000億

11,000億

12,000億

23/3 列2 列3 24/3（E） . 列4

営業債権残高 残高伸長額 取崩後引当金残高 23/3取崩額 引当金繰入額

⚫ 貸倒関連費用は前年度に発生した貸倒損失金の補充および、営業債権残高の伸長分に応じた引当金の繰入が必要

⚫ 当社グループは残高再成長フェーズのため、貸倒関連費用が先行して発生する状況
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貸倒関連費用/構造説明

残高の伸長に応じた
引当金を繰入

前期の取崩額および残高の
伸長に応じた引当金を貸倒
関連費用としてPLへ計上

営業債権残高と貸倒関連費用の関係

23/3 24/3（E）

10,159億

11,564億

630億



7,930億
8,298億

9,100億

10,491億
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営業債権残高

貸倒関連費用

(

⚫ 営業債権残高の増加に伴い、貸倒関連費用は前年同期比60.6%増の131億円
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営業債権残高/貸倒関連費用

営業債権残高と貸倒関連費用の推移

前年同期比

+1,390億
前年同期比

+802億前年同期比

+367億
前年同期比

+490億

引当金の基準
見直しにより
前年同期比で

減少
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1Q130億
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利息返還の推移

19

⚫ 利息返還請求の減少とともに、発生額・取崩額も減少
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アイフルグループの『変化』３
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変化：デジタル化・内製化の取り組み

2023年3月

iOS

Android 3.7

iOS 4.6
Android 4.6

2.6

2020年3月

■ 申込フォームの改善 ■ アプリの改修

これから

アプリ・PC

今まで

電話

■ スマホ関連サービスの改善

■ IVR(自動音声架電システム)の
改修内製化

■回収スコアリングの導入

■ HPの改修

■ WEB申込率

■ FAQの充実

WEB

アイフルHP内のFAQを拡充し、

顧客利便を高める

ストレスの感じないフォームを目指し、

UI/UXを改善

WEBを通じた申込率は95％に アイフル・ライフカード・AGビジネスサポートの

アプリ改修を内製化し、評価も向上。

200件以上

現在

回収難度に基づくランク分類を実施
IVR・SMS・Eメールと複合させた回収を行い、人員数を削減
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変化： IT人材戦略

新卒

新卒

中途

既存

現在

めざす姿IT金融グループを目指して
中途採用や既存社員への投資・育成を強化しながら、

新卒社員・グローバル人材も積極的に採用していく



5人 6人 16人 30人

90人

124人

0.2% 0.2%
0.6%

1.1%

3.3%

4.3%

-1.0%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

-20人

30人

80人

130人

180人

230人

19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 23/6 めざす姿
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変化： IT人材戦略

IT金融グループを目指して

エンジニアは全社員の25％を目指す

社員占有率

25%



⚫ IT化施策により、口座数の増加に対し入電率は低下

24

IT化推進による効果（アイフル営業部門）

21%

16%
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18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3

期末口座数 1口座あたりの入電率



⚫ 効果・効率化に向けた IT化推進により、口座数の増加に対し架電数は減少

※ アイフルのコンタクトセンターにおける実績 25

IT化推進による効果（アイフル回収部門）

3,305千件

1,772千件

0千件

1,000千件
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3,000千件

4,000千件

600

750

900

1,050

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3

期末口座数 平均架電数
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アイフル決算概況４



単位：百万円
23/3

1Q

24/3

1Q

前年同期比

増減額

前年同期比

増減率

営業債権残高 632,404 713,414 81,010 12.8%

営業貸付金残高 469,156 516,310 47,153 10.1%

無担保ローン 456,950 503,277 46,326 10.1%

有担保ローン 3,252 2,278 -973 -29.9％

事業者ローン 8,953 10,754 1,801 20.1%

信用保証残高 153,136 184,530 31,394 20.5%

新規顧客数 (件) 64,359 88,760 24,401 37.9％

無担保ローン 64,340 88,734 24,394 37.9%

口座数 （千件) 999 1,152 152 15.3%

無担保ローン 988 1,140 152 15.4％

貸付量 56,157 67,990 11,832 21.1%

新規顧客 10,245 12,757 2,512 24.5%

既存顧客 45,912 55,232 9,319 20.3%

営業貸付金利回り 14.5% 14.5% 0.1pt -

無担保ローン18％以下残高占有率 99.4% 99.5% 0.1pt -

貸倒発生額 6,857 8,357 1,499 21.9%

利息返還に係る貸倒以外の貸倒額 6,703 8,227 1,524 22.8%

貸倒償却率 1.1% 1.2% 0.1pt -

利息返還に係る貸倒以外の貸倒率 1.1% 1.2% 0.1pt -

27

営業実績
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決算概要

単位：百万円
23/3

1Q

24/3

1Q

前年同期比

増減額

前年同期比

増減率

営業収益 21,505 25,025 3,519 16.4％

営業貸付金利息 16,412 18,185 1,772 10.8%

信用保証収益 2,978 3,419 440 14.8%

営業費用 16,408 21,614 5,205 31.7%

金融費用 1,377 1,319 -58 -4.3%

貸倒関連費用 5,359 9,107 3,747 69.9%

利息返還関連費用 - - - -

宣伝関連費用 3,288 4,237 949 28.9%

広告宣伝費 3,217 4,128 910 28.3%

販売促進費 70 109 38 55.5%

人件費 2,340 2,603 262 11.2%

その他費用 4,042 4,347 305 7.6%

営業利益 5,097 3,410 -1,686 -33.1%

営業外収益 11,485 848 -10,637 -92.6%

営業外費用 4 11 7 171.6%

経常利益 16,578 4,248 -12,330 -74.4%

特別利益 - - - -

特別損失 - - - -

当期純利益 15,932 3,991 -11,940 -74.9%



⚫ 引き続き順調な市場回復に合わせ、宣伝関連費用を積極的に投下

⚫ 宣伝関連費用の投下により営業債権残高は拡大、伴い残高伸長に合わせ貸倒関連費用が増加

29

決算概要/営業費用の分解

増加要因

+53億円

減少要因

-1億円

貸倒関連費用

37 億円

宣伝関連費用

9億円

人件費

3億円

164億円

23/3 1Q 営業費用

216億円

24/3 1Q 営業費用

営業費用の増減要因

支払手数料

1億円

その他

3億円

金融費用

-1億円



⚫ 将来に向けた積極的な費用投下により、新規獲得件数は前年同期比37.9%増の8.8万件（計画比28％のピッチ）

30

ローン事業/新規獲得とCPAの相関
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画
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比



⚫ 新規獲得後、利益となるのは２年目以降（15か月経過後）。今後、利益対象となる貸付期間２年目以内の占有率は46％

31

ローン事業/新規

先行投資フェーズ

新規獲得 アセット拡大＝貸倒関連費用が増加

0
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12

1年以内 2年以内 3年以内 3年以上

事故率推移
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84億 79億

99億

145億
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新規獲得件数 宣伝関連費用

23/６

利益化フェーズ

投下費用を回収、利益フェーズに

2年以内

46%

半年以内

18%

1年以内

12%

2年以内

16%
3年以内

10%

5年以内

16%

5年以上

28%

貸付2年以内の占有率



※CPAは新規獲得件数をベースに算出

※CPAは24/3 1Q数値を使用

※LTV：キャッシングローンからおまとめMAX・事業者ローンに移行した顧客も含めた定義にて算出 32

LTV/CPA 

5.1万円

LTV

一顧客当たりの獲得単価CPA

8.8万円

無担保ローン

CPA控除後のLTV ＬＴＶ（顧客生涯利益）

ＣＰＡ
（獲得単価）

1年後 2年後

顧客平均利用期間 約4年

３年後 ４年後

13.9万円

顧客生涯利益 (顧客の利用期間に応じて生じる生涯利益、広告宣伝費を除き算出）



5,503億
5,818億

6,324億

7,134億

1.0%

0.9%

0.8% 0.8%

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

3,000億

4,000億

5,000億

6,000億

7,000億

8,000億

9,000億

21/3 1Q 22/3 1Q 23/3 1Q 24/3 1Q

営業債権残高 固定費率

⚫ 堅調な新規顧客の獲得により営業債権残高は伸長を継続、DXや内製化等の取組みにより固定費率0.8％と低位安定

33

営業債権残高と固定費の推移



65億
61億

68億
83億

1.2%

1.1% 1.1%

1.2%

0.0%0

25

50

75

100

21/3 1Q 22/3 1Q 23/3 1Q 24/3 1Q

貸倒償却 貸倒償却率

⚫ 貸倒償却は営業債権残高増加に伴い前年同期比21.9%増の83億円となったが、償却率は1.2%と低位安定
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不良債権/貸倒償却



124億

290億
（52％）

363億
（55％）

429億
（占有率57％）

12.3%

12.8% 14.3% 15.1%

90.8% 91.7% 90.4% 90.8%

0.0%

50.0%

100.0%

0

500

1,000

21/3 1Q 22/3 1Q 23/3 1Q 24/3 1Q

無担保ローン不良債権残高 うち貸出条件緩和債権残高 無担保ローン不良債権比率 貸出条件緩和債権の入金率

761億

⚫ 入金率の高い和解債権（貸出条件緩和債権）の増加を主要因として、無担保ローン不良債権比率は0.8pt増の15.1%となった

※1 2021年3月期第4四半期より、「延滞債権」に含めていた「定期的に入金がある和解債権」を、より実態に即した「貸出条件緩和債権」に含む

※2 2022年3月31日に「特定金融会社等の会計の整理に関する内閣府令」の「不良債権に関する注記」が改正されたため、同府令の改正後の区分等により表示 35

不良債権/無担保ローン不良債権

656億

550億513億



⚫ 無担保ローン残高の増加ペースが不良債権を上回り、和解債権の完済も進むため、不良債権比率は３～４年後を目安にピークアウトする

見通し

36

不良債権/無担保ローン成長と不良債権比率の推移
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4,569億 5,032億
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不良債権比率



1.31%

1.14%

0.98%

0.92%

0.0

21/3 22/3 23/3 24/3 1Q

300億 350億 450億 600億

1,398億 1,243億 1,071億 984億

0億 25億 120憶 242億
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3,253億
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21/3 22/3 23/3 24/3 1Q

社債 流動化 CP 金融機関等

間
接

65
％

直
接

35
％

3,904億
4,197億

4,894億
5,256億

資金調達

37

調達金利 調達金額

⚫ 市中金利は上昇トレンドも、調達金利は外部格付け向上に伴い引き続き低下トレンドを継続

⚫ 結果、調達金額は増加も金融費用は前年同期比4％減



ライフカード決算概況５
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出典：経済産業省HP 39

キャッシュレス市場
⚫ 2022年のキャッシュレス決済比率は36.0％と順調に推移、経済産業省は2025年までに4割程度、将来的には世界最高水準の80％ま

で上昇させる方針を提示

13.2% 14.1%
15.1% 15.3%

16.9%
18.2%

20.0%
21.3%

24.1%

26.8%
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キャッシュレス決済額及び決済比率の推移

QRコード 電子マネー デビットカード クレジットカード 決済比率単位：兆円



単位：百万円
23/3

1Q

24/3

1Q

前年同期比

増減額

前年同期比

増減率

営業債権残高 164,572 169,011 4,438 2.7%

営業貸付金残高 32,684 32,472 -211 -0.6%

キャッシング 23,539 23,256 -282 -1.2%

割賦売掛金残高 102,461 105,524 3,062 3.0%

リボ・分割 52,117 52,722 604 1.2%

信用保証残高 27,932 29,171 1,238 4.4%

新規発行数 (千枚) 109 110 1 1.7%

プロパーカード 38 36 -1 -4.3%

提携カード 70 74 3 4.9%

有効会員数（千人) 5,211 5,112 -99 -1.9%

プロパーカード 1,378 1,370 -7 -0.6%

提携カード 3,833 3,742 -91 -2.4%

貸倒発生額 933 1,228 294 31.6%

利息返還に係る貸倒以外の貸倒額 891 1,198 306 34.4%

貸倒償却率 0.57％ 0.73% 0.16pt -

利息返還に係る貸倒以外の貸倒率 0.54% 0.71% 0.17pt -

40

営業実績
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決算概要

単位：百万円
23/3

1Q

24/3

1Q

前年同期比

増減額

前年同期比

増減率

営業収益 8,741 9,327 586 6.7％

信用購入あっせん収益 4,896 5,266 370 7.6％

営業貸付金利息 974 978 3 0.3%

信用保証収益 452 473 20 4.6%

その他収益 2,418 2,609 191 7.9%

営業費用 8,236 8,961 725 8.8%

金融費用 217 253 35 16.6%

貸倒関連費用 1,058 1,287 228 21.6%

利息返還関連費用 - - - -

広告宣伝費 327 417 89 27.4%

販売促進費 770 763 -7 -1.0%

人件費 1,250 1,317 67 5.4%

その他費用 4,612 4,923 311 6.7%

営業利益 505 366 -139 -27.6%

経常利益 533 385 -147 -27.7%

当期純利益 599 267 -332 -55.4%



※ 稼働会員数は月ごとの稼働会員の平均値 42

プロパーカード稼働会員数・稼働率
⚫ 稼働重視の獲得手法の推進や、WEBサイト及びスマホアプリのリニューアルにより40％以上の稼働率を維持
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四半期毎 買上額推移
⚫ 経済活動の活発化や新型コロナ5類移行を背景にショッピング買上は堅調に推移
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初の緊急事態宣言

政府主導のキャンペー
ン等により回復
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残高推移（営業債権ベース）
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リボ・分割・キャッシング残高推移
⚫ 経済活動の順調な回復を背景に、リボ・分割・キャッシングの全てにおいて残高増加に転じた

885億
844億 844億 851億



0.0%

13.4%

34.1%

48.5%

58.9%
66.3%

71.3%

0%

25%

50%

75%

100%

2022/1 2022/3 2022/6 2022/9 2022/12 2023/3 2023/6

リボ・分割払い 年率18％以上の占有率

※ 2022年2月1日以降の利用分から実質年率18％以上に順次引上げ 45

リボ・分割払いの利回り
⚫ ショッピングのリボ・分割払いの利回りは上昇トレンドを維持



46

プロパーカードのLTV向上

46

◼ 新規顧客獲得の強化 ◼ 獲得顧客のロイヤル化・取引期間の長期化

LTV向上施策を各種展開中

・請求資料有料化

・ETCカード普通郵便化

・ポイントプログラム改定

・リボ・分割手数料引き上げ

・カード発券コスト抑制

・分割支払い回数の延長

・マークアップ手数料見直し

・事業性カードローン販売現在

将来

LТV

25,000円

LТV

40,000円

ＬＴＶの

最大化

1.6倍を目指す
LТV

20,000円

過去
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貸倒償却 貸倒償却率

47

不良債権/貸倒償却
⚫ 消費回復により買上額増加したことで、貸倒償却率はコロナ前の水準に戻りつつある
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グループ各社決算概況６



201億
213億

259億

314億

100

200

300

21/3

1Q

22/3

1Q

23/3

1Q

24/3

1Q
※A&Aは12月期決算のため、第1四半期は１月～3月の実績

※為替レート（タイバーツ）

Ｂ /Ｓ：23/3  1Q 3 .68円、24/3  1Q 3 .91円 Ｐ /Ｌ：23/3  1Q 3 .52円、24/3  1Q 3 .91円 49

AIRA&AIFUL（タイ王国）
⚫ 観光業復調による経済回復を背景に新規獲得が好調に推移し、営業貸付金残高は前年同期比21.0％増の314億円

⚫ 営業貸付金残高の拡大により、貸倒関連費用が増加した結果、営業利益は1.1億円

単位：百万円 22/6 23/6
前年同期比

増減率

営業貸付金残高 25,954 31,404 21.0％

口座数 （千） 333 363 9.0%

貸倒償却率 2.5% 1.5％ -1.0pt

営業収益 1,574 1,908 21.2%

営業利益 266 116 -56.2%

経常利益 263 116 -55.7％

当期純利益 288 97 -66.2％

営業貸付金残高



683億
583億 577億

743億

21/3

1Q

22/3

1Q

23/3

1Q

24/3

1Q

事業者ローン 有担保ローン

※ 診療報酬等担保ローン事業は2021年7月よりAGメディカル株式会社が承継 50

AGビジネスサポート
⚫ コロナ関連の事業者支援貸付が終了した影響により、新規貸付数が増加、営業貸付金残高は前年同期比28.8％増

⚫ 好調な貸付を背景とした残高増による貸倒関連費用が増加、営業利益は0.1億円

単位：百万円 22/6 23/6
前年同期比

増減率

営業貸付金残高 57,709 74,334 28.8％

有担保ローン 7,043 11,372 61.5％

事業者ローン 50,666 62,962 24.3％

口座数 （千） 26 30 15.2％

貸倒償却率 1.4% 1.7% 0.3pt

営業収益 1,727 2,268 31.3％

営業利益 321 18 -94.1％

経常利益 323 19 -93.9％

当期純利益 196 -54 -

営業貸付金残高
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AGギャランティー
⚫ 引き続き好調な加盟店開拓を背景に、割賦売掛金残高は前年同期比126.5％増

単位：百万円 22/6 23/6
前年同期比

増減率

割賦売掛金残高 18,679 42,304 126.5％

支払承諾見返 133 109 -18.3%

貸倒償却率 0.2％ 0.5% 0.3pt

営業収益 465 941 102.3%

営業利益 133 177 32.8%

経常利益 134 177 32.2%

当期純利益 88 94 7.3%

56億
94億

186億

423億

21/3

1Q

22/3

1Q

23/3

1Q

24/3

1Q

割賦売掛金残高推移



その他グループ会社トピックス
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営業利益 0.7億円

経常利益 0.7億円

当期純利益 0.4億円

営業債権残高 137億円

（前期同期比 57.7％）

買上 33億円
（前期同期比 -28.4％）

加盟店数 524千店
（前期同期比 15.4％）

営業利益 -1.3億円

経常利益 -1.3億円

当期純利益 -1.1億円
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参考資料７
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サステナビリティ基本方針

私たちアイフルグループは、

あらゆる人が自分らしくいられる未来を創造していくために

「持続可能な社会の実現」と「グループの成長」の両立を目指します。

誠実な企業活動を通じて

社会より支持を得る

-経営理念- -VISION-

× For Colorful Life.

自分の色が輝く社会に



サステナビリティへの取り組み

55

金融リテラシー向上のコンソーシアム

• 2023年６月、資金需要者等の金融リテラシー向上及び金融ト

ラブル被害防止を目的に、日本貸金業協会及び貸金業大手３社

と金融リテラシー向上のコンソーシアムを設立

ソーシャルボンドの発行

• 金融システムとしてファイナンシャル・インクルージョンをテーマに、個人事

業者の消費活動・経済活動を支える様々な事業を行っております。全ての人々

に金融サービスへのアクセスを提供できる社会の実現に貢献してまいります。

• ソーシャルファイナンス・フレームワークにて定める適格ソー

シャルプロジェクト（中小企業支援、医療・介護施設支援、新

興国の個人へ金融サービスの提供）への充当資金のリファイナ

ンスを資金使途とした発行総額150億円のソーシャルボンドを

発行。
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脱炭素社会の実現

資源循環の促進

社会の期待に応える商品づくり

職場および労働環境

ダイバーシティ推進

社会貢献・地域との共生

重点課題

環境面

社会面

・ エ ネ ル ギ ー 使 用 量 の 管 理

・ ク ー ル ビ ズ 、 ウ ォ ー ム ビ ズ の 取 り 組 み

・ C O O L  C H O I C E へ の 賛 同

・ 業 務 効 率 化 へ の 取 り 組 み

・ 複 合 機 の 台 数 削 減

・ 廃 棄 物 の 分 別 、 リ サ イ ク ル

・ 緑 の 募 金 活 動

・ グ リ ー ン 商 品 、 エ コ マ ー ク 商 品 の 購 入 推 進

・ カ ー ド 明 細 の W E B 化

・ 多 様 な 資 金 ニ ー ズ に 応 え る 商 品 開 発

・ お 客 様 の 声 の 収 集 と サ ー ビ ス 品 質 の 向 上

・ A I F U L - C S I R T （ サ イ バ ー 攻 撃 対 策 チ ー ム ）

・ 新 興 国 で の 金 融 サ ー ビ ス 提 供

・ 人 事 大 綱 の 制 定

・ ハ ラ ス メ ン ト ホ ッ ト ラ イ ン

・ 従 業 員 の 意 識 、 満 足 度 調 査 の 実 施

・ 健 康 診 断 、 ス ト レ ス チ ェ ッ ク の 促 進

・ 人 材 育 成 制 度 の 拡 充

・ フ レ ッ ク ス タ イ ム 制 度

・ テ レ ワ ー ク 、 時 差 出 勤 の 導 入

・ 防 災 訓 練 の 実 施

・ プ ラ チ ナ く る み ん 認 定 取 得

・ 女 性 採 用 の 拡 大

・ 女 性 の 育 成 、 登 用

・ 定 年 再 雇 用 制 度

・ 障 碍 者 の 雇 用

・ 献 血 活 動

・ A E D 設 置 、 救 命 講 習

・ 大 規 模 災 害 に 伴 う 寄 付

・ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 支 援

・ チ ャ リ テ ィ ー コ ー ス で ポ イ ン ト 寄 付

・ ク レ ジ ッ ト カ ー ド を 通 じ た 社 会 貢 献

・ ハ ッ カ ソ ン 開 催

テーマ 主な取り組み・事業 関連するSDGｓ

主な取り組み一覧



海外システム・エンジニアリング・サービス少額短期保険事業倉庫業

リースバック・家賃保証サービサー・企業再生ベンチャーキャピタルクラウドファンディング

ローン・保証 後払い決済クレジット・保証事業者ローン

57

グループ全社一丸となって、全ての顧客ニーズに応えるビジネスの創造を目指す

アイフルグループの事業



※消費者金融・クレジットカード：日本貸金業協会統計 金融機関：日本銀行統計（国内銀行及び信用金庫の個人向けカードローン残高） 58

無担保ローン市場

5.9 
4.5 

2.9 2.4 2.1 2.1 2.1 2.2 2.3 2.4 2.5 2.6 2.5 2.6 2.7 

5.6 

4.8 

3.7 
2.9 

2.5 2.0 1.9 1.8 1.8 1.7 1.7 1.7 1.4 1.3 1.3 

4.0 

3.9 

3.8 

3.9 
4.1 4.7 5.2 5.7 6.2 6.4 6.3 6.1 

5.5 5.3 5.3 

09/3 10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3

金融機関 クレジットカード 消費者金融
単位：兆円

10.410.510.5

8.7

15.5

9.4

貸金業法改正・利息返還問題

銀行カードローンが市場をけん引

新型コロナ感染拡大により縮小

9.2 9.3



⚫ 営業債権残高の拡大により営業収益が増加するものの、残高拡大に伴う貸倒関連費用の増加、新規獲得に伴う広告宣伝費の増加等によっ

て、営業利益は前年同期比45億円減の76億円を見込む
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【連結】計画差異要因/2Q比較

営業収益
＋73億 人件費

＋6億
その他費用

-23億

貸倒関連費用
＋73億

22/9

営業利益
121億円

23/9（E）
営業利益
76億円

増加要因

+73億
減少要因
-123億

金融費用
＋2億

広告宣伝費
＋12億

営業利益の増減要因



－本資料に関する注意事項－

本資料の数値のうち、当社グループの計画・方針その他の記載

にかかわるものは、将来の業績にかかる予想値であり、それら

はいずれも、現時点において当社グループが把握している情報

に基づく経営上の想定や見解を基礎に算出されたものです。従

いまして、これらの予想値は、リスクや不確定要因を内包する

ものであり、実際の業績は、諸々の要因により、これらの予想

値と異なってくる可能性がありますのでご留意ください。
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